
県民活動体験レポート（国際貢献の窓）

「創り出す平和」の実現に向けて

「国際貢献のための人材育成講座2007」講座２
〔実施概要〕
日時：2007（平成19）年 7月14日（土）13：30 ～ 15：00
場所：広島経済大学 興動館
参加：18名
講師：柾本伸悦氏（広島経済大学 講師）

〔テーマ〕
Ⅰ ゼロからはじめよう！ 国際貢献！

国際貢献の基本理念、100人の村を通して知る世界情勢、身近にで
きる国際貢献の事例などの講義を通じて、国際貢献に関する興味を
高める
「世界情勢を体感しよう」

〔内容〕
教育方法は、大きく「情報伝達型」と「問題提起型」の２つに分け

られ、後者は、参加者一人ひとりの異なった経験や知識などを対話を
通して共有することが重要とされている。今回の講義は、地球の諸課
題を参加者に提示しつつ、それについて参加者同士が話し合うという
「問題提起型」の手法で進められた。まず、『世界がもし100人村の村
だったら』について、その誕生の背景や内容についての説明があった。

次に、言語人口の割合、大陸ごとの人口分布、世界の富の比率などについて、ロープで作った地球の上
で、実際動きながら現在の世界情勢を体感した。その後、『世界がもし100人村の村だったら』をひと段落
ずつ輪読し、特に惹かれる文章を選んで、分野別にチームを作った。そして、チームごとに「池田さんは、
なぜ「ネットロア（民話）」と名づけたのか」を話し合い、自分達が少しずつこの民話を世界情勢に合わ
せつつ、人から人へ受け継いでいくことが大切であると気付いた。その最終的な実践として、参加者同士
が最新のデータを参考にしながら、新しい100人の村のメッセージを作り上げた。

〔講師プロフィール〕
1967年生まれ、岩手県出身。広島大学大学院国際協力研究科博士課程後期修了。学術博士。青年海外協

力隊・JICA短期専門家・NGO調査員を経て、現在は広島経済大学の講師として『国際協力論』『国際理解
論』『身近なボランティア活動』『NPO・NGOの立ち上げと活動』の講義を担当。同大学が2006年度から始
めた興動館教育プログラムのプロジェクトセンター長を兼任。
広島県内を拠点に国際協力事業を展開する(特活)「平和貢献NGOsひろしま」緊急人道・復興支援部部長
および事務局次長として、海外事業の企画と運営の活動を展開。

〔受講者感想〕
世界の現状を楽しく体感しながら学べよかったですし、100人に例えることでより身近に感じました。世
界には様々な文化や言語があり、自分とはまったく異なった環境に住む人々がいることを改めて感じ、世
界のことに目を向ける良いきっかけになりました。 【 GlobalBridge 副代表：杉島孝幸】
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